
長野県森林づくり指針の改定について 

 

長野県北信地域振興局林務課 

１ 森林づくり指針 

長野県森林づくり指針は、長野県ふるさとの森林づくり条例第９条の規定により、県の

森林づくりに関する基本的な展開方向を定めるものです。概ね 100 年先の本県のあるべき

姿と、それを実現するための方向性を示し、それらを見据えて今後 10 年間に行う県の施

策の基本的な展開方向を定めており、平成 22 年に、平成 23 年度から平成 32（令和２）

年度までを計画期間とする目標値を設定しました。 

その後、県政運営の基本となるしあわせ信州創造プラン 2.0、長野県総合５か年計画と

の整合と調和を図るため、計画期間を２年延長し、令和４年度までとしています。（参照：

P7,長野県森林づくり指針及びその概要） 

 

 

 

 

 

２ 森林づくり指針改定の作業状況 

現行の森林づくり指針の期間が、令和４年度で終了するため、現在、次期森林づくり指

針に向けた改定作業に着手しています。 

改定作業にあたっては、まず部内で現行指針の評価を行いました。次に「次期指針を検

討する上で考慮すべき背景」を共通認識として設定した上で、部内議論（「林務部内議論

で出ている主な意見等」）で出された意見を基に「今後の方向性（案）」を「現行の森林づ

くり指針の基本方針３項目」に分けて整理しました。併せて、現地機関でも議論を行った

ところです。 

今後、さらに議論を深めるとともに、関係者の皆様にも意見をお聞きしながら、新たな

森林づくり指針として取りまとめることとしています。 

 

  

R3 年 2月 
「しあわせ信州創造プラ
ン2.0」と整合を図るた
め、期間をR4年度まで
延長 

H22 年 11月 
現行の指針に改訂 
計画期間はH23～R2年度 

H16 年 10 月「長野県ふ
るさとの森林づくり条
例」を制定 
これを受け、H17年 6月
「長野県森林づくり指
針」を策定 

次期指針を検討する上で考慮すべき背景 

・森林整備による CO2 吸収や木材利用による CO2 固定が、ゼロカーボン達成に大きく貢献する

ことに鑑み、可能な限り貢献度を定量的に評価する仕組みを検討 

・林業分野における様々な情報をデジタルデータ化、オープンデータ化し、ＤＸによる生産性の

向上に取り組む。 

・気候変動による極端な降雨や気温の上昇を踏まえた対応•課題の多くの解決のためには、何と

言っても「人づくり」、「人材育成」が重要なポイント 

・部局の枠を超えた森林づくりの取組の方向性を整理 

・その上で、今後 10 年間で特に取り組む項目を整理 
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今後の方向性（案） 

（１）みんなの暮らしを守る森林づくり 

・「公益的機能の高度発揮をめざす森林づくり」と「木材生産機能の高度発揮をめざす森林づく

り」の機能に応じた森林づくりを進める方向性を継続 

・その上で、市町村森林整備計画において設定する「特に効率的な施業が可能な森林」を念頭に、

GIS 等を活用し機能区分したエリアを明確化 

・「公益的機能の高度発揮をめざす森林」では、針広混交林化をロードマップを示しながら進める 

・「木材生産機能の高度発揮をめざす森林」では、計画的な主伐・再造林・保育・間伐の実施に

より、木材の生産、循環利用を継続 

（２）木を活かした力強い産業づくり 

・木材生産機能高度発揮森林を中心とした森林資源の持続的な利用や、林業就業者の安定的な

林業活動の継続を考慮しながら、現行指針の目標値である 80 万㎥を念頭に素材生産量を増加

させる。 

・特に、本県の主要樹種であり強みでもあるカラマツを中心に、持続的に資源としての利用がで

きるよう、適時の主伐と確実な更新を進める。 

・主伐等により生産される木材について、良質材から低質材まで丸ごと利用できるよう、生産に

係るコストの低減と幅広い需要の創出を進める。 

（３）森林を支える豊かな地域づくり 

・人口減少、少子高齢化が加速する中、里山を中心とした森林を効率的に管理・利用する仕組み

づくりを進める。 

・森林づくりに関心のある企業、Ｉターン者、二地域居住者、森林ボランティアなど、多様な主

体による森林整備や森林の多面的利用を進める。 

・地域に根ざした小規模林業者による、小回りの利いた生産活動が継続して行われるよう取り

組む。 

・深刻な野生鳥獣被害に対して、捕獲から利用までパッケージで取り組むことにより、被害対策

とジビエ振興をセットで進める。 

林務部内議論で出ている主な意見等 

・指針は 10年先の森林の姿を県民と共有するもの。胸に落ちる内容で県民に届くように工夫す

べき。 

・素材生産量の目標設定について、出口（需要）からの積み上げと持続的な森林経営（成長量ベ

ース）両面から検討し、分岐点がどこになるか分析してみてはどうか。 

・素材生産量 80 万ｍ3 を目標とすると仮定し、それが実現できた時の長野県の森林・林業の姿

を示すことができればよいのでは。 

・針広混交林化の定義や進め方について議論が必要ではないか。 

・森林所有者が林業に期待できるようなモデルが示せると良いのではないか。 
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３ 長野県森林づくり会議における意見聴取 

現在は、「今後の方向性（案）」を基に、林務部内を中心に議論を深めているところです。 

今回は、経緯をご説明させていただくとともに、主に「今後の方向性（案）」について

のご意見をお聞かせいただければと考えております。 

なお、当会議（長野県森林づくり北信地域会議）では、令和４年度の会議において、新

たな森林づくり指針の素案の段階で、再度、意見聴取させていただく機会を設ける予定で

すので、併せてご承知おきください。 

 

 

新たな森林づくり指針を令和４年度に策定し、令和５年度より適用する。 

今後、さらに議論を深めるとともに、長野県森林づくり会議（県民会議、地域会議）などの

場において意見を聴取する。

基本理念 

森林が持続可能な社会を支える基盤であり、社会全体の共通の財産であること

にかんがみ、その機能が持続的に発揮されるよう、それぞれの地域において、県民

の理解と主体的な参加の下で、森林づくりを行う。 

基本方針 

・森林の多面的な機能を発揮するための森林の整備及び保全 

・身近な資源である県産材の有効活用 

・森林資源及び森林空間の総合的かつ多面的な利活用 

【参考】長野県ふるさとの森林づくり条例（H16 年 10 月制定）
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①
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。
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